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● WHO総会

“ ー→ 第65回 WHO総会について

厚生労働省大臣官房国際課課長補佐 憤i岡 志 帆
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2009年 ハーバード公衆衛生大学院

公衆衛生修士

2011年 7月から厚生労働省国際課で

WHO担当

平成 24年 5月 21日（月）~26日（土）に第 65回

WHO総会が、国際連合ヨーロッパ本部（ジュネーブ）

で開催されました。 WHOの最高意志決定機関である

WHO総会は年 1回開催され、 WHOの全加盟国

(194ヶ国）が出席します。 WHO総会には、日本政府

代表団として、厚生労働省からは、阿曽沼慎司厚生労働

事務次官他が出席しました。

ここでは、マーガレット・チャン事務局長の演説、阿

曽沼厚生労働事務次官の政府代表演説、主な議題にお

ける議論等について紹介させていただきます。

マーガレット・チャン事務局長の演説

総会 1日目の 5月21日（月）に行われたマーガレット・

チャン事務局長の演説においては、 国際保健の機運等に

ついて発言がありました。

その概要は以下のとおりです。

〇公衆衛生において 1970年代は希望の年、1980

年代は失われた 10年と言われ、さらに 1990年代

には公衆衛生は投資ではなく浪費であると考えられ

ていた。しかし 21世紀の最初の 10年は保健開発

の黄金時代とよばれ、保健が社会経済発展のドライ

バーと認識された時代であった。現在経済危機を迎

える中で、今後もこの機運を持続させるためには、

プライマリーヘルスケアやユニバーサル・ヘルス ・

カバレッジ等の基本にかえること、イノベーションに

力を注ぐこと、研究や科学に基づいた知見を活用す

ることが重要である。

0国際保健を公正に進める役割を全うするため、

WHO改革を進め、組織の有効性を高めてその役

割を戦略的に位置づけることが必要である。

阿曽沼慎司厚生労働事務次官の政府代表演説

総会の 2日目の 5月 22日（火）に、阿曽沼厚生労働

事務次官による政府代表演説が行われました。その概要

は以下のとおりです。

〇保健課題としての高齢化対策の重要性について指摘

し、日本の知見を共有していくことについて表明した。

0ミレニアム開発目標 (MilleniumDevelopment 

Goals: MDGs)の達成に向けた、保健システム強

化の必要性と、ポリオ対策に対する日本の支援を表

明した。

0アフリカに関する医学研究と医療活動に顕著な功績

を遂げた者に顕彰する野口英世アフリカ裳について、

第 2回授賞式に向けた活動の紹介を行うなどアフリ

カでの保健向上への日本の貢献を説明した。

主な議題における議論

(1) WHO事務局長の任命

〇次期事務局長を選出する選挙が行われ、現職のマ

ーガレット ・チャン氏（中国）が、次期事務局長に

任命された（平成 24年7月 1日より任期 5年）。

(2) WHO改革

OWHOが優先的に取り組むべき課顆の設定、ガバ

ナンスの改革及びマネージメントの改革の 3つの課

題について、今後の取組みの方向性が決定された。

〇優先課題の設定については、感染症、非感染性疾患、

生涯の健康推進、保健システム強化、準備 ・サー

ベイランス ・対応の 5つのカテゴリーを倭先課題と

することが決定された。

0ガバナンスに関しては、総会と地域委員会の議題や

オブザーバーの参加等に関する整合性の確保や、
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決議数の適正化等に関する内容が決定された。また、

年間の会議スケジュールのあり方については検討す

べき課題が多く、当面現行のままとし、今後、更に

検討することとなった。

0マネジメントの改革に関しては、主に財政問題に関

する議論がなされたが、具体的な対応策については、

総会での議論を踏まえ、今後更に検討することとな

った。

(3)非感染性疾患の予防とコントロール

〇非感染性疾患 (NonCommunicable Diseases. 

NCDs)対策と高齢化対策の強化等を内容とする決

議（日本が提案）が採択された。

02011年 9月に行われた国連 NCDsハイレベル会

合で採択された政治宣言で、国際的な NCDsの目

標と指標を含む枠組みを、 2012年内に策定するこ

ととされている。今回の総会では枠組み設定のプロ

セスに関して議論が行われた。今後、地域会合等を

通じて事務局は加盟国と協議を行い、 2012年内に、

死亡率、高血圧、喫煙率、食塩摂取塁及び身体活

動呈に関する目標の詳細や指標の設定を目指すべき

ことが決定された。

(4)栄養

〇発育不全の幼児の減少等の 6つの国際目標を含む

包括的栄養計画が採択された。また、各国の状況

を踏まえて、各国での当該栄養計画の実施や財源

確保、過去に WHOで採択された栄贅に関連する

決議（母乳代替製品の規制等）の更なる実施を求

める決議が採択された。
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(5)鳥・新型インフルエンザ対策 ：ウイルス共有と他の

便益

〇多くの国から、昨年の WHO総会で採択されたパ

ンデミック・インフルエンザウイルス検体共有の枠

組みについて重要性が表明された。今後、 WHO

事務局において、アドバイザリーグループの助言を

踏まえ、本枠組みの運用面での詳細を検討すること

となった。

(6)ポリオ：世界根絶イニシアチブの強化

〇残された流行国（アフガニスタン、パキスタン、ナ

イジェリア）を含む多くの加盟国からの支持によリ、

ポリオ根絶への取組強化を求める決議が採択された。

(7)医薬品の研究と開発に関する専門家諮問委員会

〇誦みられない熱帯病 (NeglectedTropical 

Diseases : NTD)の診断 ・治療のための医薬品

の研究開発推進に関する専門家諮問委員会の報告

書を各国が地域委員会で議論した上で、加盟国によ

る会合を開催して、その結果を執行理事会、総会に

報告することとなった。

ニカ国間会談等

マーガレット ・チャン WHO事務局長、ニールス・ド

ーレアー米国国際保健部長、ガン・キムヨンシンガポー

ル保健大臣及び、ジェーン・ホルトンオーストラリア健康 ・

高齢省次官等と会談を実施しました。さらに、西太平洋

地域の代表を招き、日本主催の意見交換会を開催しまし

た。


